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小笠原村の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

１/25 現在

父島 

95.9/100 

母島  

92.2/100 

12月気象状況（父島）

最高気温   26.6℃ 

最低気温   14.7℃ 

平均気温   21.8℃ 

平均湿度   70％ 

月降水量  105.5mm

住民基本台帳登録者数（１/１） 

            2,352 人 

             父島      母島   

   人口     1,909 人   443 人 

  世帯数    1,029     239 

短期滞在者       37 人      48 人 

ＮＯ．４９３ 

平成 17 年(2005) 

２/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 津波警報が発令されたら高台へ避難してください  
 

 昨年末、スマトラ島沖で発生したマグニチュード９．０の大地震は、その規模もさることながら、地震によって

発生した津波による被害はインド洋全域に及び、１６万人以上の方々が亡くなられています。 
 今回の災害は、決して「対岸の火事」ではなく、いつ起きるか分からない津波に対して、その怖さと共に改

めて災害対策の重要性を考えさせられる機会となりました。 
 小笠原諸島は、東南海・南海地震防災対策推進地域に指定されています。また、四方を海に囲まれているた

め、東南海・南海地震に限らず、どこから津波が来ても影響を受ける可能性があります。 
 現在、東京都では津波浸水予測調査を行っており、村としてはその結果を踏まえた訓練の実施や、防災対策

を立てていきたいと考えています。 
何があっても人命第一です。村民の皆さんには、『津波が来る前に高台へ逃げる』を常に心がけていただき、

興味本位で海岸に近づくことなどは絶対にしないでください。 
 

◆◆津波警報・注意報が発令された場合、昼夜にかかわらず防災無線による避難情報の伝達を行っています◆◆ 
  
◎ 津波警報（津波の高さが１ｍ以上と予測される時）の場合 
 

防災無線により 避 難 指 示 → 指示に従い、高台へ避難してください  
 

◎ 津波注意報（津波の高さが１ｍ未満と予測される時）の場合 
 

防災無線により 避 難 勧 告 → 津波に注意し、いつでも避難ができる準備をしておく 

               また、海岸付近には近づかない 
 
※地震の少ない小笠原ですが、もしも強い揺れを感じたときには、避難情報を待たず高台へ避難してください。 
  
今後も、津波についての情報や注意事項・対策などを随時お知らせしてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１  

 

 防災訓練の実施について  
 
 平成１６年度 小笠原村防災訓練を実施いたします。 
 今回の訓練は、東南海・南海地震発生に伴う津波の来襲を想定し、安全な場所（避難所）への避難訓練

を中心に行います。 
 津波発生時に速やかに避難できるよう、また津波に対する防災意識の向上のため、村民の皆様の参加

をお願いいたします。 
 

【日時】２月２８日（月） 午前９時より 
 

※ 訓練の詳細につきましては、村民だより「防災訓練特集号」でお知らせいたします。 
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 小笠原ロードレース大会結果  
 

１月２３日に行なわれた、第３３回小笠原ロードレース大会の各部門の結果を紹介します。 
当日は快晴の空の下、２７１名のランナーたちによる熱戦が繰り広げられました。 

 また、雪の降らない小笠原に、海上自衛隊大湊基地（青森）所属の輸送艦「ねむろ」から雪ダルマのプレゼン

トがありました。緊張気味の参加者も雪ダルマを見て気分が和んだようでした。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および関係者の皆様に、紙面をお借りして御礼申し上げます。
 

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】                                      【一般男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 山本 純輝    ８分 53秒                           第１位 和田 勉之 22分 43秒 

第２位 川越 翔太    ９分 21秒                           第２位 牛島 康博 23分 06秒 

第３位 西村 雄海    ９分 25秒                                    第３位 市野 雄一 24分 49秒 
 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】                              【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 赤坂 美咲    ８分 57秒                           第１位 笹川 和也 14分 47秒 

第２位 牛島 夕芽    ９分 27秒                           第２位 下村 真史 17分 14秒 

第３位 森岡 瑞稀     ９分 52秒                           第３位 岩谷 泰宏 17分 24秒 
 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】                              【一般女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 坂本 竜一 17分 09秒                           第１位 新井 貴美         18分 37秒 

第２位 松原  澪  17分 14秒                           第２位 岡山 香織 18分 51秒 

第３位 加納  潤  18分 05秒                           第３位 野末佐保子 20分 15秒 
 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】          【中高生徒男子の部 ６ｋｍ 】              【中高生徒女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 池田 遥香 19分 22秒      第１位 稲垣 武士 24分 21秒          第１位 セーボレー沙彩          19分 02秒 

第２位 染谷 未緒 20分 27秒      第２位 宮川 竜典 25分 17秒          第２位 冨岡 ゆま 19分 20秒 

第３位 菅野 量子 21分 03秒      第３位 佐藤 健一 25分 44秒          第３位 北條 美和 19分 44秒 
 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計       【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原村役場 ２時間 08分 22秒       第１位 小笠原中学校 １時間 38分 54秒  ●問合せ先 

第２位 小笠原高校  ２時間 09分 52秒       第２位 小笠原小学校 １時間 43分 14秒   小笠原ロードレース実行委員会 

第３位 小笠原中学校 ２時間 11分 34秒       第３位 う み が め １時間 43分 18秒     （教育委員会内）２－３１１７

 小 笠 原 村 消 防 団 出 初 式  
 

 

１月５日（水）に小笠原村消防団母島分団出初式が母島沖港岸壁で、また、１月９日（日）には父島二見桟橋船客待合所で小笠原村

消防団出初式が挙行されました。 
母島は晴天に恵まれましたが、父島ではあいにくの雨まじりの天気となりました。父島、母島ともに式典、放水演習も無事終了

し、式典終了後には、父・母両島のたくさんの子供たちを消防自動車に乗せて式典会場の周りを走り、消防団員と子供たちとの交

流を図りました。 
◆ 出初式で紹介した平成１６年中の表彰 ◆ 

 

【消防団表彰】 
《東 京 都 功 労 者 表 彰》 小笠原村消防団 

【消防団員表彰】 
《勤 続 ３ ０ 年 特 別 表 彰》 佐々木幸美（母島） 佐藤 直樹（母島） 
《勤 続 ２ ０ 年 特 別 表 彰》 赤石 一昌（父島） 佐々木英樹（父島） 
《小笠原村長特別功労賞》 赤坂 晴彦（父島）  
《小 笠 原 村 長 功 労 賞》 冨田 孝徳（父島） 

沖山 精二（父島） 
増子 和宏（父島） 
大田 泰史（父島） 
森本 誠一（父島） 
奥山 嘉英（父島） 
佐々木隆幸（母島） 

《日本消防協会功績章表彰》 佐々木英樹（父島） 
《東京都消防協会功労章表彰》 橋本 一夫（父島） 
《東京都消防協会優良章表彰》 森本かおり（父島） 
《東 京 都 消 防 褒 賞》 築館 宏文（母島） 

 熱戦の幕開け！  

 放水演習（父島）

 母島分団村長閲団  
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で
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１
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島
・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
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今
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新
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皆
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を
祈
念
い
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し

ま
す
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委
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児
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２
月
７
日
（
月
）
～
18
日
（
金
） 

 

【
入
園
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
～ 

《
場
所
》
父
島
保
育
園
遊
戯
室 

 

 

※
新
規
応
募
園
児
と
と
も
に
、
在
園
児
で
引

き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。 

 

◎
母
島
保
育
園 

 

【
入
園
資
格
】 

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児 

 

【
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間
】 
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※
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２
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 所得の申告（確定申告と村都民税申告） 
 

個人の所得（収入）に関する税申告には、所得税（国税）の確定申告と、村･都民税（地方税）の申告があります（所得税の確

定申告をされた方は、村・都民税の申告は不要となります）。以下の「所得の申告をしなくてもよい人」以外の方は、平成１６年

中（１月１日から１２月３１日まで）の所得に関する申告が必要です。 
 

【申告期間】２月１６日(水)～３月１５日(火) 
 

【受付場所】 

《所得税確定申告》芝税務署、財政課税務係、母島支所庶務係（※村の窓口に申告書を提出した場合には仮受付となります。） 

《村･都民税申告書》財政課税務係および母島支所庶務係 
 

【芝税務署による出張相談申告】 

《母島》２月２５日（金）、２８日（月）    午前９時～午後４時（正午～１時３０分を除く） 母島支所２階会議室 

《父島》３月２日（水）、３日（木）、４日（金） 午前９時～午後４時（正午～１時３０分を除く） 村役場２階会議室  
 

 

【 所得の申告をしなくてもよい人 】 
 

（１）給与収入のみの所得者で、源泉所得税の年末調整がされている人 
（２）年金収入のみの所得者で、扶養親族等の申告を年金支払者（社会保険庁等）に提出している人 

 
 

【 所得税関係書類の送付について 】 
 

※所得税の申告書等関係書類は、個人事業者で毎年申

告されている方、事業開始届を税務署に提出された

方等には、芝税務署より直接送付されます。 
 

※村役場窓口での所得税申告書等関係書類は、２月初

旬からお渡しできる予定です。 

 

 

【 所得税確定申告が必要な方 】 
 
 

（１）一般の場合：事業を営んでいる方や不動産収入のある方など 
（２）給与所得者の方：次のいずれかに該当する場合は申告が必要です。 

①給与、賃金、報酬などの合計収入が１０３万円以上あり、所得税の

源泉徴収がされていない方（アルバイトやパートを含む） 
②給与の年収が、２千万円を超える方。 
③給与所得と退職所得以外の所得があり、それらの所得合計額が２０

万円を超える方 
④２か所以上から給与を受け、合算して年末調整されてない方 

（３）土地や建物を売却された方 
（４）退職金の支払を受けた人で、その支払を受ける際に２０％の税率で

源泉徴収され、その退職所得について正規の方法で税額を計算した

場合に、その税額が源泉徴収された金額よりも多くなる方 
（５）次の方は、確定申告により税金が還付される場合があります。 

①マイホームを住宅ローンで取得した方 
②多額の医療費を支払った方 
③年の中途の退職などにより、年末調整を受けていない方 
④国や地方公共団体、特定公益増進法人等に寄付金を支払った方 
⑤所得税の減免や、雑損控除の適用を受けようとする方 など 

 
 

【 所得税確定申告書の作成にあたって 】 
 

税関係の申告書は、ご自身で作成し提出していただ

くことが原則となっております（税理士に依頼する場

合等を除く）。 お早目の準備をお願いします。申告書

作成の際には｢確定申告の手引き｣等を参考にしてくだ

さい。 
 

※平成１６年分の所得税については、引続き、定率減

税（控除率２０％、上限２５万円）の適用があります。
 
 

※白色申告で、事業所得・不動産所得・山林所得のあ

る人は、必ず「収支内訳書」を添付してください。 

 

【 収入が無い方などの申告 】 
 

収入が無い方や少ない方などで所得税確定申告の必要のない方、または給与支払者（個人および法人）から村に給与支払報告書

が提出されていない方などは、村･都民税の申告をお願いします。村･都民税の申告は、村･都民税台帳の作成資料となりますので、

この申告をされないと所得証明や非課税証明などの各種税関係証明書の交付ができません。また、国民健康保険税や保育料の算定

資料や児童手当などの各種福祉関連手当等支給の際の大切な資料にもなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 固 定 資 産 税 の 納 期  
 

平成１６年度固定資産税の第４期納期限は、２月２８日です。お忘れのないようお願いします。 

郵便局または農協の口座からの自動払込による納付を申し込まれている方につきましては、残高不足にご注意ください。 

●問合せ先 財政課税務係 ２－３１１２  芝税務署 ０３－３４５５－０５５１

 

インターネットによる申告について 
 

 

国税庁のホームページの「申告書作成コーナー」では、所定

の動作に従って、カラープリンターでＡ４サイズの普通紙に印

刷すれば、簡単に確定申告書が作成できます。作成した申告書

は、そのまま税務署に提出することができます。 
 

【国税庁ホームページ】http://www.nta.go.jp 

個人事業者の消費税の確定申告 
 

【消費税の確定申告の必要な方】 

○ 基準期間(平成１４年分)の課税売上高が３千万円を超 

える事業者 

○ 消費税課税事業者選択届出書を提出した事業者 
 

【申告納税期間】３月３１日まで 
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 第６期扇浦宅地分譲２次募集   

 
第６期扇浦宅地分譲の第２次募集を次のとおり実施します。 
なお、詳細については、分譲要綱に記載していますので、分譲を申し込む場合は、必ず分譲要綱をご覧ください。 

分譲要綱は、財政課用地係および母島支所庶務係で配布します。 
 
【分譲地概要】 
 《所在地》小笠原村父島字扇浦 
 《地 目》宅地 
 《分譲区画数および１区画面積》全２３区画中１２区画  ２８０．３５ ㎡ ～ ４３５．４１㎡ 
 

【応募資格】※第１次募集からの変更はありません。 
  分譲を申し込むには、次のすべての条件を満たしていることが必要です。 

① 自ら居住するための住宅を必要としている方 
② 申込期間の初日現在、村に住民登録または外国人登録がなされている 
２０歳以上の方。 

③ 契約締結の日から５年以内に自ら居住するための住宅を建設できる方 
④ 所定の日までに譲渡代金の全額を支払うことができる方 
⑤ 村の集落地内に自ら居住することのできる土地を所有していない方 
⑥ 村の集落地内に自ら居住する住宅を所有していない方 
⑦ 村に対する債務を完納している方 

 

【優先順位】 
《第１優先順位》 
  申込期間の初日現在で、村に引き続き３年以上住民登録をし、かつ現に居住している方 
《第２優先順位》 
  第１優先順位に該当しない方 

 

【譲渡代金の支払い】 
  分譲地の譲渡代金は、譲渡契約締結の際（当選決定から３０日以内）に手付金として１０万円、残りの金額を平成

１７年５月３０日までに支払っていただきます。 
 

【申込期間】２月７日（月）～２月２５日（金） 
 ※閉庁日には受付できません。 
 

【申 込 先】財政課用地係および母島支所庶務係 
 

● 問合せ先 財政課用地係 ２－３１１２ 
 

区  画 面 積 （㎡）
販 売 価 格 

（円） 

店 舗 １ ３００．３３ ９，３４７，０００

店 舗 ３ ３７６．７３ ９，１７５，０００

店 舗 ４ ３８０．０９ １２，３６６，０００

住 宅 １０ ４３５．４１ １１，８７４，０００

住 宅 １３ ４２７．５１ ７，１５９，０００

民 宿 １５ ４０１．６７ １３，１５３，０００

民 宿 １６ ３０２．２９ １０，４１７，０００

民 宿 １８ ３９６．４４ ６，５８２，０００

民 宿 １９ ３０９．７７ ９，４０４，０００

民 宿 ２０ ２８０．３５ ８，９５８，０００

民 宿 ２１ ３５６．２７ ９，８６０，０００

民 宿 ２２ ３４９．７４ １０，６１８，０００

 
 ○店舗 ： 店舗併用住宅区画  住宅に併設した店舗営業を考えている方向けの区画です｡ 
 ○住宅 ： 住宅専用区画  専用住宅を考えている方向けの区画です｡ 
○民宿 ： 民宿型ゲストルーム付住宅区画  住宅に併設した民宿営業を考えている方向けの区画です｡ 
 

 それぞれの区画により、建築条件などが異なります。詳しくは分譲要綱をご覧wa ください。 
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第
８
回
く
ら
し
の
総
合
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」と
東
京
三
弁
護
士
会
「小
笠
原

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
共
催
に
よ
り
、
「第
８
回
く

ら
し
の
総
合
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
総
合
相
談
（法
律
・税
務
等
）、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
務
相
談
、
遺
言
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。 

 

【
日
時
】
２
月
12
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

13
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
） 

 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

※
相
談
の
事
前
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。
村
民
課
お

よ
び
母
島
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
「
相
談
受
付
票
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
受
付
専
用
電
話
０
８
０

―
１
０
８
７
―
５
４
７
７
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
に
出
張
し
て
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
「老
い
支
度
」の
た
め
の
法
律
教
室 

 

老
齢
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
自
己
の
財
産
管

理
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
配
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
（財
産
管
理
委
任
契
約
や
遺
言
の
制
度

な
ど
）に
つ
い
て
、専
門
の
担
当
者
が
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
12
日
（土
）
午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
13
日
（日
）
午
後
１
時
～
２
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

シ
ロ
ア
リ
被
害
で
困
っ
て
い
る
、
こ
れ
か
ら
侵
入

さ
れ
な
い
か
心
配
な
ど
、
悩
み
ご
と
は
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
特
に
新
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

建
築
段
階
で
の
防
除
が
重
要
で
す
の
で
、
着
手
前
に

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
家
屋
や
樹
木
等
に
シ
ロ
ア
リ
が
発
生
し
て

い
た
り
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
点
検
・
駆
除
作

業
を
行
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
有
料
で
保
証
付
防
蟻
処
理
を
行
い
ま
す
。 

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も

な
く
切
れ
る
、
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、
心

当
た
り
の
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
日
程
】
２
月
24
日
（木
）～
３
月
６
日
（日
） 

 

【
申
込
期
間
】
２
月
１
日
（火
）～
18
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

      

２
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

 

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍 

庫
、
洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
振
込
前
に
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
】 

 
 

郵
便
局
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
む
際
、

製
造
メ
ー
カ
ー
番
号
を
誤
っ
て
記
入
す
る
と
、
搬

出
当
日
に
引
き
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
メ
ー
カ
ー
名
ご
確
認
の
上
、
振
込
み
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

記
入
方
法
な
ど
不
安
な
方
は
メ
ー
カ
ー
名
を
控

え
て
か
ら
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
か
ど
う
か

の
判
断
が
難
し
い
た
め
、
必
ず
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
受
付
に
つ
い
て 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
・
バ
イ
ク
・
タ
イ
ヤ
の
島
外
搬
出
は

全
て
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

予
約
は
随
時
受
け
付
け
し
て
お
り
、
毎
月
約
３
便

の
頻
度
で
搬
出
を
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
後
の
事
務

手
続
き
に
半
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を 

も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス 

 

よ
り
多
く
の
村
民
の
み
な
さ
ん
に
村
営
バ
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た

休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
期
間
限
定
で
再
開
し

ま
す
。
村
民
の
方
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（大
人
１
０
０
円
・

小
人
50
円
）で
乗
車
で
き
ま
す
の
で
、
休
日
に
は
自

家
用
車
の
ご
利
用
を
控
え
、
ぜ
ひ
バ
ス
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

【
実
施
期
間
】 

２
月
５
日
～
５
月
29
日
の
間
の
土
・
日
・
祝
日 

※
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
は
、
現
金
で
の

お
支
払
い
に
限
り
ま
す
。 

 

◎
車
内
展
覧
会 

 

社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ち
び
っ
こ

ク
ラ
ブ
の
お
子
さ
ん
た
ち
が
描
い
た
絵
を
２
月
か
ら

車
内
に
展
示
し
ま
す
。
２
台
の
車
両
に
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
乗
車
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
配
車
の
関
係
上
、
展
示
し
て
い
な
い
車
両
が
走
行

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課
企
業
係
２
―
３
１
１
４ 

 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス 

 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合

的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
で
、
国
内
す
べ

て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
「
農
林
業

の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。 

皆
様
の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査
員
が
お
伺
い
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 
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小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
者
決
定 

 
２
０
０
４
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
を

審
査
委
員
長
の
榊
原
透
雄
氏
（プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
）と

小
笠
原
村
で
実
施
し
、
次
の
と
お
り
入
選
者
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

入
選
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

【
入
選
者
】
※
「  

」
内
は
作
品
名 

《
金
賞
》「
ジ
ン
ベ
エ
！
」 

 
 

稲
生 

閑
夫
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
） 

《
銀
賞
》「
赤
面
童
子
」 

小
笠
原 

滋
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

《
銅
賞
》「
不
思
議
島 

“
お
が
さ
わ
ら 

”
南
島
」 

野
元 

学
（
大
阪
府
豊
中
市
） 

《
ク
ジ
ラ
部
門
賞
》「
魚
も
群
が
る
」 

内
藤 

文
伸
（
父
島
） 

《
イ
ル
カ
部
門
賞
》「
い
っ
ぱ
い
～
！
」 

稲
生 

閑
夫
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
） 

《
マ
リ
ン
部
門
賞
》「
入
道
雲
」 

冨
田 

マ
ス
オ
（
父
島
） 

《
ジ
ャ
ン
グ
ル
部
門
賞
》「
天
高
く
」 

岩
崎 

克
己
（
千
葉
県
千
葉
市
） 

《
固
有
種･

天
然
記
念
物
部
門
賞
》 

「
誕
生
（
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ゼ
ミ
）」 

大
林 

隆
司
（
東
京
都
日
野
市
） 

《
デ
ジ
カ
メ
部
門
賞
》
「は
じ
め
て
の
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
」 

稲
生 

閑
夫
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
） 

《
佳
作
》「
沈
船
と
サ
ン
ゴ
と
ロ
ク
セ
ン
ス
ズ
メ
ダ
イ
」 

田
中 

知
子
（
父
島
） 

《
佳
作
》「
カ
イ
ガ
ン
イ
チ
ビ
」 

冨
田 

マ
ス
オ
（
父
島
） 

《
佳
作
》「
不
思
議
島 

“
お
が
さ
わ
ら 

”
ジ
ャ
ン
グ
ル
」 

野
元 

学
（
大
阪
府
豊
中
市
） 

《
佳
作
》「
感
動
の
送
別
」 

坂
井 

征
栄
一
（
新
潟
県
新
潟
市
） 

《
佳
作
》「
の
ぞ
い
て
み
た
ら･･･

」 

永
峰 

麻
子
（
千
葉
県
船
橋
市
） 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

                           

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
小
笠
原
交
通
少
年
団 

新
団
員
募
集 

  

小
笠
原
交
通
少
年
団
の
新
団
員
を
募
集
し
ま
す
。 

小
笠
原
交
通
少
年
団
は
、
昨
年
３
月
に
結
成
さ
れ
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

○
小
笠
原
交
通
安
全
協
会
30
周
年
式
典
・
パ
レ
ー
ド 

○
八
丈
町
交
流
会
で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

○
３
世
代
親
と
子
の
自
転
車
教
室
・
パ
レ
ー
ド 

○
海
上
（巡
視
船
）か
ら
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

○
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
の
交
通
安
全
の
呼
び
か
け 

                      

交
通
少
年
団
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
交
通

マ
ナ
ー
や
決
ま
り
を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

た
子
供
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

【
入
団
資
格
】
小
学
生 

【
そ 

の 

他
】
団
服
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。 

 

◎
原
付
運
転
免
許 

学
科
試
験
の
実
施 

 

【
日
時
】
２
月
５
日
（土
）
午
前
９
時
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 
※
合
格
者
に
は
、後
日
実
技
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】 

 

○
住
民
票
（本
籍
記
載
で
３
か
月
以
内
の
も
の
） 

○
写
真
１
枚
（縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
） 

○
手
数
料 
３
４
０
０
円 

○
筆
記
用
具
（鉛
筆
ま
た
は
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
） 

【
申
込
期
限
】
試
験
当
日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

                       

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
２
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
２
月
21
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

 

観光イベントの開催  
 
村では観光振興・集客宣伝事業として次のイベントを実施します。 
 

◎南洋踊り・タコノ葉細工実演体験教室 
 

  観光客を対象に郷土芸能の南洋踊りと民芸品のタコノ葉細 

工の実演・体験教室を行ないます。 
【父島】 
《南洋踊り》 
  ２月７日、１３日、１９日、２５日 

３月４日、１０日、１６日 
  午後７時～８時３０分  二見港船客待合所 
《タコノ葉細工》 

２月６日、１２日、１８日、２４日 
３月３日、９日、１５日 

   午後７時～８時３０分  ビジターセンター 
【母島】 
《南洋踊り》 

２月６日、１２日、１８日、２４日 
３月３日、９日、１５日 

  午後７時３０分～８時３０分  沖港船客待合所 
《タコノ葉細工》 

２月７日、１３日、１９日、２５日 
３月４日、１０日、１６日 
午前９時～１０時、午後１時３０分～２時３０分 
ロース記念館 
 

◎その他のイベント 
 

【小笠原エコツーリズムキャンペーン】２月１日～３月２８日 
「自然を守り、自然に親しむ。エコツーリズムの島 小笠原」 
をテーマにした写真展とＦＭラジオ生放送を行います。 
◆キャンペーンWeb サイト http://ogasawara.mqp.jp 
《写真展》 

２月１１日、１２日 
東京会場 丸の内ビル1 階 マルキューブ 
横浜会場 ランドマークプラザ１階 ガーデンスクエア 

《ＦＭラジオ小笠原特番》 
  Bayfm（78.0 MHz） ２月１１日 午後４時～５時４５分 

Ｆｍ yokohama（84.7MHz） ２月１１日 午後４時～５時
  

【船の科学館開館３０周年記念企画展「小笠原へ行こう！」】 
 《日時》２月１１日～３月２１日 午前１０時～午後５時 

（タコノ葉細工体験コーナーは２／１１～１６） 
《場所》品川区東八潮３－１ 船の科学館 
http://www.funenokagakukan.or.jp 

●問合せ先 産業観光課産業観光係 ２－３１１４
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小
笠
原
自
然
再
生
推
進
検
討
会 

お
よ
び
講
演
会
の
開
催 

 

環
境
省
で
は
、
次
の
日
程
で
小
笠
原
自
然
再
生
推

進
検
討
会
を
父
島
で
開
催
し
ま
す
。 

 

検
討
会
は
傍
聴
が
可
能
で
す
。 

ま
た
、あ
わ
せ
て
、

検
討
員
に
よ
る
講
演
会
、
母
島
で
の
検
討
会
に
関
す

る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

 

◎
検
討
会 

 

【
第
２
回
検
討
会
の
事
前
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
６
日
（日
）
午
後
３
時
30
分
～
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
内
容
》 

○
現
地
検
討
会
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明 

○
平
成
16
年
度
小
笠
原
自
然
再
生
推
進
計
画
調

査
の
進
捗
状
況
説
明 

○
平
成
16
年
度
関
係
各
機
関
に
よ
る
調
査
・
事
業

の
進
捗
状
況
説
明 

 

【
第
２
回
小
笠
原
自
然
再
生
推
進
検
討
会
】 

《
日
時
》
２
月
７
日
（月
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
内
容
》 

○
小
笠
原
諸
島
全
体
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全

と
再
生
に
関
わ
る
基
本
的
な
考
え
方 

○
兄
島
、
弟
島
、
父
島
お
よ
び
母
島
に
お
け
る
初

期
段
階
で
の
自
然
再
生
事
業
の
技
術
手
法 

 

◎
講
演
会 

 

【
小
笠
原
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の 

侵
入
に
よ
る
島
嶼
生
態
系
へ
の
影
響
】 

《
日
時
》
２
月
６
日
（日
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
講
師
》
苅
部
治
紀 

（
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
学
芸
員
） 

 【
第
２
回
検
討
会
の
結
果
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
８
日
（火
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

《
内
容
》 

環
境
省
職
員
に
よ
る
父
島
で
開
催
し
た
第
２
回

検
討
会
の
結
果
報
告 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

（
自
然
環
境
計
画
課 

柳
川
・
中
山
） 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
５
２
１
―
８
２
７
４ 

 

確
定
申
告
相
談
会 

 

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
は
、
個
人
事
業

者
の
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
す
。 

商
工
会
で
は
、
税
務
の
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
を

招
き
「確
定
申
告
等
の
個
別
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
７
日
（月
）、
８
日
（火
） 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
10
日
（木
）、
11
日
（金
） 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
商
工
観
光
会
館
２
階 

 

【
持
ち
物
】 
 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類 

○
平
成
16
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も 

の 

○
昨
年
提
出
し
た
確
定
申
告
書
の
控
え 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
。）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
12
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
13
日
（日
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会「
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

４
月
入
会
児
を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
３
歳
児
（平

成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
生

ま
れ
） 

※
３
歳
児
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
４
歳
児

も
入
会
可
能
で
す
。 

 

②
保
護
者
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
の
方 

 

③
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

【
募
集
期
間
】
２
月
７
日
（月
）～
10
日
（木
） 

【
募
集
人
数
】
25
名
程
度 

【
費
用
負
担
】
入
会
金
お
よ
び
毎
月
の
利
用
料 

【
入
会
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
４
日
（金
）
午
後
２
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
そ 

の 

他
】 

○
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

○
入
会
案
内
、
入
会
申
込
書
は
説
明
会
で
お
配
り

し
ま
す
。 

※
幼
児
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
運
営
方
法
を
変

更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
入
会
を
考
え
て
い

る
方
は
、
説
明
会
に
必
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

三
宅
島
帰
島
支
援
バ
ザ
ー 

 

三
宅
島
の
方
々
の
帰
島
を
支
援
す
る
た
め
に
、
第

５
回
三
宅
島
噴
火
災
害
に
伴
う
義
援
金
バ
ザ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。 

な
お
売
上
の
一
部
は
、
新
潟
県
中
越
大
震
災
お
よ

び
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
被
災
者
支
援
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
19
日
（土
） 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
27
日
（日
） 

午
前
11
時
～
午
後
２
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

父
島 

２
―
２
４
８
６ 

母
島 

３
―
２
１
８
８ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
（父
島
） 

 

【
日
時
】
２
月
19
日
（土
） 

午
前
10
時
～
午
後
１
時
（
開
場
９
時
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 
 ※

今
回
は
三
宅
島
帰
島
支
援
バ
ザ
ー
に
参
加
し
て
開

催
し
ま
す
。
出
店
さ
れ
る
方
は
三
宅
島
へ
の
寄
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

千
葉 

２
―
２
６
２
８ 

永
合 

２
―
３
０
０
５ 
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

◎
２
月
、
３
月
は
図
書
整
理
期
間
で
す 

 

行
方
不
明
の
本
が
多
く
、
利
用
者
の
方
々
に
ご
不

便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。 

自
宅
や
職
場
な
ど
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室
や
父

島
村
民
会
館
の
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
返
却
を
お

願
い
し
ま
す
。 

誰
が
い
つ
借
り
た
か
な
ど
分
か
ら
な
く
て
も
構
わ

な
い
の
で
、
そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
図
書
の
寄
贈
に
つ
い
て 

  

今
年
度
も
、
多
く
の
方
々
か
ら
人
気
の
あ
る
図
書

や
雑
誌
を
多
数
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
際
は
、
次
の
こ
と
を

大
体
の
目
安
と
し
て
下
さ
い
。 

 

○
小
笠
原
に
関
連
す
る
本 

○
最
近
１
～
２
年
間
の
新
刊
本 

○
今
、
人
気
の
あ
る
本 

 
 

書
き
込
み
や
傷
み
の
あ
る
古
本
は
、
図
書
室
で
は

活
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 

 

３
月
の
は
は
じ
ま
丸 
 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

３
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
は
、
原
油
価
格
が

値
下
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
改
訂
と
な
り
ま

す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》 

大
人 

７
７
９
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

小
人 

３
９
０
０
円
（
＋
１
２
０
円
） 

《
２
等
》 

大
人 

３
８
９
０
円
（
＋
１
１
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
９
５
０
円
（
＋
６
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
０
６
０
円
（
＋
１
４
０
円
） 

小
人 

２
５
３
０
円
（
＋
７
０
円
） 

 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
２
０
９
円
（
＋
１
４
５
円
） 

《
２
等
品
》
７
６
９
６
円
（
＋
１
３
６
円
） 

《
３
等
品
》
７
１
８
３
円
（
＋
１
２
７
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
２
３
円
（
＋
１
５
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
２
０
円
（
＋
１
１
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く
西
之
島
ク
ル
ー
ズ 

  

西
之
島
は
、
父
島
か
ら
西
に
約
１
３
０
㎞
に
位
置

す
る
、
面
積
0.2
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
島
で

す
。
人
が
上
陸
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

海
鳥
な
ど
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

父
島
出
港
後
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ク
ル
ー
ズ
と
な
り
ま
す
。 

 

【
行
程
】
２
月
19
日
（土
）
日
帰
り 

午
前
７
時
40
分
集
合
～
８
時
30
分
出
港
～ 

父
島
周
辺
で
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
～
西
之
島 

周
遊
（２
周
）～
午
後
５
時
父
島
入
港 

 

※
西
之
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

 

【
参
加
費
】 

大
人
８
千
円
、
学
生
６
千
円
、
小
人
４
千
円 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
開
催 

 

観
光
協
会
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
今
年
も
「
く
じ
ら

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。 

３
月
１
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
の
期
間
中
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、来
島
さ
れ
た
お
客
様
に「
く

じ
ら
の
島
小
笠
原
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
く
じ
ら

フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
観
光
協
会
主
催
ツ
ア
ー
】 

 
 

３
月
２
日
東
京
発
５
泊
６
日 

特
別
ゲ
ス
ト 

写
真
家 

水
口 

博
也
氏 

 

【
郷
土
芸
能
の
夕
べ
と
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
作
品
発
表
会
】 

 
 

３
月
５
日 

お
祭
り
広
場 

 

【
く
じ
ら
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】 

 
 

応
募
期
間 

５
月
１
日
～
31
日 

  
 

優
勝
者
に
は
賞
金
５
万
円
と
お
が
さ
わ
ら
丸
の

往
復
ペ
ア
乗
船
券
を
贈
呈 

 

【
く
じ
ら
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
企
画
】 

 
 

小
笠
原
生
ま
れ
の
く
じ
ら
を
探
し
て
プ
レ
ゼ
ン 

ト
を
手
に
入
れ
よ
う
！ 

（
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
） 

 

【
く
じ
ら
商
品
券
の
発
行
】（
小
笠
原
村
商
工
会
） 

 

そ
の
他
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
関
す
る
ナ
イ
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
、
陸
上
観
察
会
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
特
別

展
示
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

     

     

専
門
診
療
（産
科
・
婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
13
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

２
月
15
日
（火
）
午
前 

16
日
（水
）
午
前
・
午
後 

17
日
（木
）
午
前 

18
日
（金
）
午
前 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

【
実
施
機
関
】
巻
石
堂
病
院 

【
そ
の
他
】 

19
日
（
土
）
に
父
島
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
診
療
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所
係
２
―
３
８
０
０ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
２
月
17
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

２
時
～
２
時
30
分
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 
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―  健康福祉課  ―   

―  第 ６６ 号  ―   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪ 健診結果を生かすために！ ～ Part3. ブレスローの７つの健康習慣 ～ ≫ 
 

・・・ 今から、健康生活をはじめよう ･･･ 
近年、健康に問題のある人が、高齢者よりもむしろ中高年に目立つ傾向があるそうです。健診の結果、「症状がないか

ら大丈夫」「正常値よりちょっと高いだけ」と、日々の忙しさを理由に、そのまま放置してしまう人も多かったり。    

若いうちから、食習慣・運動習慣・飲酒・喫煙などの生活習慣を改善することは、これらと関係の深い生活習慣病の予

防や進行を確実に抑えることにつながります。 

最近は、子どもたちにも生活習慣病が増えています。幼少期から、良い生活習慣を身に付けることが大切です。 
 

・・・ ブレスローの７つの健康習慣 ・・・ 
アメリカのブレスロー博士は、次の７つの生活習慣を長期に守っている人ほど、病気にかかりにくく、平均寿命が長い

ことを研究によって発見しました。これらの生活習慣を守っている人は、約 60 歳くらいまで平均以上の健康度を保つこ

とができたのに対して、良い習慣が 2 個以下の人は、30 歳を過ぎるとすでに健康度が平均以下になっていたそうです。 
 

習慣１．適度な睡眠時間を確保します  ～ 日中しっかり目覚めて過ごせていることが大切 ～  
 

習慣２．たばこを吸いません   

たばこは百害あって一利なし。吸っている本人よりも、実は、その周囲の人が吸いこむ煙の方が有害です。たばこを吸

うことは、周りの人の健康も害してしまうことを心にとめておきましょう。 

禁煙は、吸いたい気持ちをうまくコントロールすることがコツ。禁煙開始時のイライラ感は、体に残ったニコチンの作

用によるものです。禁煙後一週間もするとニコチンは体から抜けていきます。禁煙グッズ（酢昆布やガム、深呼吸）なども

うまく利用して、タバコの害を自己暗示・イメージしつつ、禁煙にトライしましょう。初めは、「1 本だけ･･･」に要注意！

ついついお酒の席で、仕事の疲れで･･･。たばこに打ち勝つ自信を持ちましょう !!  
 

習慣３．適正体重を維持します  肥満の目安として、BMI という体格指数が使われます。 

BMI が 22 のときが一番病気になりにくく、長生きすると言われています。 

◎BMI ＝ 体重（㎏） ÷ 身長（ｍ） ÷ 身長（ｍ） 

◎適正体重 ＝ 身長（ｍ） × 身長（ｍ） × 22 （例えば 170ｃｍの人は 1.7×1.7×22＝約 64Kg） 
 

習慣４．過度の飲酒をしません  ～ からだに無理なく、お酒とつきあいましょう ～ 

過度の飲酒は、血圧を上げる・尿酸値も高くなる・カロリーオーバーや栄養バランスの崩れにつながりやすい・精神的

にアルコールに依存してしまう等々の医学的問題が起こりがちとなり、長期的にみても脳卒中や肝硬変を起こす率および

急死や不慮の事故を含めた総死亡率が高いことが知られています。できれば一日の適量は日本酒で 1 合、焼酎なら 1/2

合、ビールなら大びん 1 本までにとどめましょう。 
 

習慣５．定期的に運動をします 

「通勤は車などをやめて歩いてみる」「買い物に車を使わない」「朝に散歩する」など、毎日の生活の中で少しでも運動

する時間を見つけてみましょう。毎日でなくても、一日おきでも効果はあります。継続することが大切です。 
 

習慣６．毎日朝食を食べます 

例えば、パンとコーヒーのみ、ごはんと味噌汁と漬物だけでは、人間の体に必要な良質のエネルギーなどをつくること

はできません。バランスのとれた食事が大切です。まずは、一日のスタートである朝食を充実させましょう。 
 

習慣７．間食をしません 

ただし、10 歳くらいまでの子どもには間食が必要です（胃袋が小さく、消化吸収機能が未熟なため）。 
 

♪ 家族みんなで、健康習慣を心がけていきましょう ♪ 
 

★お知らせ ： けんこう通信は次号から、しばらくの間お休みさせていただきます。 

◆ ２月の第１週は「生活習慣病予防週間」です。 ◆ 
 

 高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病は、痛みなど強い症状がない

まま、無自覚なうちに進行することが多く、さらに突然の発作や合併症などによ

り、生活の質の低下や死亡につながるという特徴があります。 

その患者数は、近年著しく増えており、このままでは今後さらに増加していくもの

と予測されています。 

この機会にぜひ、ご自身の健康・生活習慣を見直していきましょう。
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
④ 

 【
規
制
は
厳
し
く
な
る
の
？
】 

 

世
界
自
然
遺
産
に
関
し
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問
が

多
い
事
項
と
し
て
、「
規
制
が
厳
し
く
な
る
の
か
？
」

と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ①
規
制
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方 

 

世
界
遺
産
に
係
る
規
制
の
問
題
は
、
登
録
に
よ
っ

て
、
小
笠
原
諸
島
全
体
に
国
際
的
な
規
制
が
か
か
る

と
い
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
基
準
を
満
た

し
た
自
然
地
域
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
自
然
を
守
る
た

め
に
一
定
レ
ベ
ル
の
国
内
法
の
仕
組
み
（保
護
担
保

措
置
）が
な
け
れ
ば
、登
録
地
の
条
件
に
合
わ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
小
笠
原
に
お
い
て
も
、
ど
の
地
域

の
自
然
環
境
が
登
録
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
地
域
が
現
在
ど
の
よ
う
な
形
で
保
護
さ

れ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 ②
現
在
よ
り
も
規
制
が
厳
し
く
な
る
の
か
？ 

 

先
の
村
民
説
明
会
で
は
、
東
京
都
が
設
置
し
た
推

進
会
議
の
検
討
結
果
報
告
が
あ
り
、
社
会
的
条
件
か

ら
み
て
、父
島
、母
島
の
国
立
公
園
区
域
外
の
地
域
、

お
よ
び
航
空
路
を
検
討
し
て
い
る
地
域
は
、
登
録
推

薦
の
対
象
外
と
し
た
い
旨
の
説
明
で
し
た
。 

ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
都
が
今
年

度
実
施
し
て
い
る
自
然
環
境
お
よ
び
土
地
利
用
の
状

況
等
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
登
録
基
準
を
満
た
す
地

域
を
選
定
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
う
え
で
、
現
在
、
国
立
公
園
の
第
２
種
・
第

３
種
特
別
地
域
お
よ
び
普
通
地
域
の
う
ち
、
登
録
基

準
を
満
た
す
と
さ
れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
保
護
区

分
の
引
き
上
げ
と
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
検
討
し

た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。（
別
表
参
照
） 

仮
に
、
保
護
区
分
の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
る
地

域
に
民
有
地
が
あ
っ
た
場
合
、
法
的
な
規
制
が
強
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
例
が

生
じ
た
場
合
、
公
的
な
買
い
上
げ
も
検
討
す
る
と
の

説
明
も
あ
り
ま
し
た
が
、
村
と
し
て
は
今
後
の
具
体

的
な
線
引
き
の
内
容
を
み
た
う
え
で
、
関
係
者
等
へ

の
十
分
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                            

 

● 

問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

２
―
３
１
２
０ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
７ 

「
ジ
ュ
ウ
バ
ン
」 

                       

イ
ル
カ
の
頭
部
、
目
の
上
の
辺
り
に
数
字
の
「
10
」

に
似
た
白
い
斑
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
す
か
？ 

こ

の
特
徴
か
ら
、
こ
の
イ
ル
カ
は
「
ジ
ュ
ウ
バ
ン
（
10

番
）」
と
い
う
あ
だ
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。 

「
10
」の
文
字
は
遠
く
か
ら
で
も
見
つ
け
や
す
く
、

ま
た
背
ビ
レ
に
も
多
く
の
欠
損
が
あ
る
こ
と
か
ら
個

体
識
別
が
容
易
で
、
た
く
さ
ん
い
る
群
れ
の
中
で
も

す
ぐ
に
発
見
で
き
ま
す
。 

以
前
か
ら
村
の
イ
ル
カ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
お
り
、
イ
ル
カ
調
査
隊
で
も
何
度
も
こ
の

イ
ル
カ
を
確
認
し
、
私
た
ち
調
査
隊
に
も
顔
な
じ
み

の
イ
ル
カ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
出
現
は
気
ま
ぐ
れ

で
、
昨
年
の
調
査
で
は
３
月
、
７
月
、
12
月
に
そ
れ

ぞ
れ
１
回
ず
つ
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。
た
ま
た

ま
調
査
隊
と
巡
り
合
わ
せ
が
悪
い
の
か
、
そ
れ
と
も

父
島
列
島
周
辺
だ
け
で
な
く
母
島
や
聟
島
列
島
に
遠

征
し
て
い
る
た
め
出
会
え
な
い
こ
と
も
あ
る
の
か
、

そ
の
行
動
範
囲
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
10
番
の
行
動
範
囲
が
、
ひ

い
て
は
小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
行
動

範
囲
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

 

第
34
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
父
島
／
小
笠
原
の
捕
鯨
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
」 

 

【
日
時
】
２
月
９
日
（水
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
内
容
】 

捕
鯨
と
い
う
視
点
か
ら
小
笠
原
や
父
島
を
見
る

と
何
が
見
え
て
く
る
の
か
、
資
料
や
文
献
を
ひ
も

解
い
て
い
く
作
業
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
44 

 

― 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
パ
ー
ト
１ 

― 

  

昨
年
11
月
に
東
京
都
が
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発

計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
関
係
す
る
部
分
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
計
画
は
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

「基
本
的
考
え
方
」と
そ
の
考
え
方
に
基
づ
く
「振
興

背ビレ

世界遺産の保護担保措置に関する東京都の考え方

現在の指定状況
登録推薦の

可能性
法的規制の強化 備　考

国立公園区域外 なし なし 集落地域、農業地域など

特別保護地区

第１種特別地域

第２種特別地域

第３種特別地域

特別保護地区

第１種特別地域

第２種特別地域

普通地域（兄島）

なし
既に厳正な保護管理が行
われている

あり 可能性あり　(要検討）

なし

登録基準を満たす地域は
可能性あり　（要検討）

現に利用されている場合
は基本的に対象外

既に厳正な保護管理が行
われている

国
立
公
園
区
域

国
立
公
園
区
域

父
島
及
び
母
島

あり

自然環境等の
調査結果による

そ
の
他
属
島

あり
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開
発
事
業
計
画
」が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「基
本
的
考

え
方
」を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

「基
本
的
考
え
方
」の
基
本
理
念
と
し
て
「本
計
画

で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
と
観
光
振
興
の
両
立
に
よ

る
自
立
的
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理
念
と
す

る
。
」と
あ
り
、
今
後
、
小
笠
原
諸
島
は
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
目
指
す
こ
と
を
唱
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
向
け

て
何
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 
計
画
で
は
以
下
の

施
策
が
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
島
内
産
業
の
振
興
】 

地
域
特
産
品
の
開
発
、
流
通
の
促
進
、
地
産
地

消
（小
笠
原
で
採
れ
た
農
産
物
や
魚
介
類
等
を
小

笠
原
の
中
で
消
費
す
る
こ
と
）の
強
化 

【
小
笠
原
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
】 

魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
集
客
効
果
を
高
め
て

い
く
た
め
に
、
無
電
柱
化
や
環
境
と
調
和
し
た
景

観
の
創
出
な
ど 

【
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
】 

小
笠
原
諸
島
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
存
在
を
全
世
界
に
発
信
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
と
し
て
活
用
す
る 

【
Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
に
向
け
た
環
境
整
備
】 

新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
雨
天
時
の
対

応
な
ど
、
受
入
体
勢
を
整
備
し
、
大
幅
な
観
光
客

数
の
増
加
を
目
指
す 

 

次
回
は
、
こ
の
計
画
の
よ
り
具
体
的
な
事
業
計
画

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
振
興
開
発
事
業
計
画
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化
の

保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域
振

興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
44 

 

― 

ロ
シ
ア
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
た
ち 

― 

  

今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
調
査
は
、
例
年
通

り
12
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
１
月
中
旬
ま
で
は
、
典

型
的
な
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
り
高
波
が
続
き
ま
し

た
が
、そ
れ
ま
で
は
、比
較
的
穏
や
か
な
海
が
続
き
、

北
の
餌
場
か
ら
戻
り
た
て
の
多
く
の
ク
ジ
ラ
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
の
北
の
餌
場
と
は
ど
こ

で
、
彼
ら
は
一
体
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
？  

北
太
平
洋
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
主
な
餌
場
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
北
部
か
ら
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
、  

ベ
ー
リ
ン
グ
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
か
け
た
沿
岸
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
と
同
じ
北
太
平
洋
の
繁
殖
場
で
あ
る
、
メ

キ
シ
コ
、
ハ
ワ
イ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
の
主
な
餌
場
は
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
続
く
調
査
研
究
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
笠

原
、
沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
む
ア
ジ
ア
の
ク
ジ
ラ

た
ち
の
餌
場
は
、
捕
鯨
時
代
の
体
内
標
識
を
用
い
た

８
例
が
示
す
記
録
に
留
ま
っ
て
お
り
、
近
年
の
個
体

識
別(

ID)

写
真
を
用
い
て
証
明
で
き
た
も
の
は
、
ア

ラ
ス
カ
で
２
例
（
お
な
じ
み
の
カ
ザ
ミ
を
含
む
）、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
で
２
例
、
ロ
シ
ア
で
１
例
し
か
あ
り
ま

せ
ん
（
図
参
照
）。 

こ
の
ロ
シ
ア
の
１
例
は
、
２
０
０
３
年
に
は
じ
ま

っ
た
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ

（
※1
）」の
中
で
、
史
上
初
め
て
ロ
シ
ア
と
小
笠
原
を

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
見
つ
か
り
（
※2
）、
皆
さ
ん
の

記
憶
に
も
新
し
い
で
し
ょ
う(

写
真
参
照)

。 

こ
の
ク
ジ
ラ
は
シ
ン
デ
ィ
ー
と
名
づ
け
ら
れ
、
昨

年
夏
に
は
子
ク
ジ
ラ
を
連
れ
て
い
た
ら
し
く
、
雌
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
Ｂ
ｕ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
未
発
表 

デ
ー
タ
）。 

も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
の
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
は
、
ロ

シ
ア
海
域
が
一
番
近
い
餌
場
と
し
て
、
ま
っ
先
に
思

い
浮
か
び
ま
す
。
し
か
し
、
調
査
体
制
の
確
立
と
、

何
よ
り
も
調
査
費
の
工
面
が
困
難
で
、
主
だ
っ
た
調

査
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
現
実
で
し
た
。 

前
述
の
「Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」に
よ
り
、
今
ま
で
手
薄
と

な
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
海
域
の
調
査
も
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
２

０
０
４
年
夏
、
ロ
シ
ア
海
域
で
は
、
シ
ン
デ
ィ
ー
を

含
め
た
多
く
の
ク
ジ
ラ
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
11
月
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
行
わ
れ
た
報
告

会
で
は
、
53
枚
の
ロ
シ
ア
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

（
ID
）写
真
を
受
け
取
り
、
現
在
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
照

合
作
業
が
進
行
中
で
す
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
今
ま

で
の
小
笠
原
と
他
の
餌
場
と
の
ど
の
照
合
作
業
よ
り

も
高
い
確
率
で
、
同
じ
ク
ジ
ラ
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。 小

笠
原
で
見
ら
れ
る
ク
ジ
ラ
の
主
だ
っ
た
餌
場
が

明
ら
か
に
な
る
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。 

 ※1 http://bonin-ocean.net/O
M

C
zatou-splash 

※2 Y
am

aguchi, M
. and B

urdin, A
. M

. 2003.  
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体内標識による発見＝矢のマーク 

個体識別写真による発見＝O-番号

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｏ-１０１６ シンディー（Cindy） 

性 別：♀ 

確認年：１９９９年（硫黄島） 

２００２年（ｶﾑﾁｬｯｶ） 

２００４年（ｶﾑﾁｬｯｶ） 

ロシアと小笠原を結ぶクジラ 
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「「SSUUPPEERR  LLIINNEERR  OOGGAASSAAWWAARRAA」」のの就就航航をを控控ええ、、村村内内のの盛盛りり上上ががりりがが今今ひひととつつとといいうう声声ををよよくく耳耳ににししまますす。。気気運運をを盛盛りり上上げげ、、万万全全  

のの態態勢勢でで新新船船をを迎迎ええらられれるるよようう、、村村ででもも様様々々なな取取りり組組みみをを行行っってていいききたたいいとと考考ええてていいまますすがが、、村村のの外外のの方方でではは、、メメデディィアアにに取取りり  

上上げげらられれるる機機会会がが少少ししずずつつ多多くくななっっててききてていいるるよよううでですす。。今今月月号号でではは、、新新船船のの話話題題ががメメデディィアアににどどののよよううにに取取りり上上げげらられれてていいるる  

ののかか、、そそのの一一端端ををごご紹紹介介ししたたいいとと思思いいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                                                            

  

  

  

                                                                                        

  

船船体体ににイイルルカカのの絵絵ををママーーキキンンググ中中  

  

●問合せ先 企画課 ２－３１２０ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．６６６   

☆ 週刊新潮 新年特大号“小笠原へ１６時間で突っ走る「海の新幹線」” 

☆ 日経トレンディ２月号 “ネックは東京から船で 25 時間というアクセスの悪さ。だが．．．”

「TEMPO サイエンス」コーナーの中で「2005 年、小笠原諸島が近くな

る．．．週末の小笠原旅行も可能となる」など新船の効果とともに、開発まで

の苦労話などが紹介されているよ。 

小笠原ならではの観光資源があるものの、東京から船で 25 時間というアクセスの悪さが

ネックとなっているとした上で、テクノスーパーライナーが就航することによる時間短縮効

果などが紹介されています。2005 年の○×予測【旅行】のコーナーの中で、今年注目され

る旅行先として“シルクロード”や“仙台”、“韓国”と同じ並びで取り上げられています。

ただし、観光客の受け入れ態勢について、「一般の南国リゾートのように洗練されてはいな

い」という大手旅行会社のコメントを紹介するなど厳しい指摘も。 

東京近郊で予定されている出来事を先取りで紹介する［2005 年東京トピックス］のコーナーで、

「船の新時代が到来する 05 年からは、小笠原ツアーがヒートアップ！？」などと時間短縮効果が

紹介されとるようじゃ。東京ディズニーシーの新アトラクションなどと一緒に紹介されておるぞ。

「わくわくどきどき読んでみよう」のコーナーで、「海の高速時代も、もうすぐそこま

で来ている」と紹介されとるとです。それにしても高速道路とはすごかね。 

☆ Tokyo Walker １月５日号“小笠原ツアーがヒートアップ！？” 

☆ 東京都小学５年生学習副教材 “海の高速道路、テクノスーパーライナー”

☆ 船の旅２月号 “もうすぐ小笠原が身近な 

デスティネーションに！”

昨年 11 月の進水式の様

子や利便性が向上すること

が紹介されてるよ。他にも進

水式の様子は、NHK の全国

ニュースで放送されたり、全

国紙、地方紙あわせて多くの

新聞で報じられているんだ。

● 最新の建造状況（１月２０日現在）



定期予防接種（ツベルクリン反応） 産科・婦人科専門診療（母島）

シロアリ対策事業申込（～18） 「老い支度」のための法律相談（母島）

父島ノヤギ駆除 東京三弁護士会による法律相談（父島）

高校図書館開放（17:30～20:00）

定期予防接種（BCG、三種混合、 出港日

風疹、麻疹、日本脳炎） 産科・婦人科専門診療（父島 ～18）

ちびっこクラブ入会説明会 高校図書館開放（17:30～20:00）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

父島保育園入園説明会

原付免許学科試験（父島） 入港日

高校図書館開放（14:00～16:30） 父島保育園給食調理師募集締切

入港日 三宅島支援バザー（父島）

自然再生推進検討会事前説明会（父島） フリーマーケット（父島）

講演会「グリーンアノールの侵入 高校図書館開放（14:00～16:30）

による島嶼生態系への影響」

扇浦宅地分譲２次募集（～25）

父島保育園入園受付（～18） 出港日

自然再生推進検討会（父島） 母島保育園入園受付（～25）

東京法務局による行政相談（父島） 母島巡回労働相談

商工会による確定申告相談会（母島 ～8）

ちびっこクラブ入会申込（～10） 父島ノヤギ駆除

自然再生推進検討会の結果説明会（母島） 村民意見・提案・相談・受付窓口

東京法務局による行政相談（母島） 高校図書館開放（17:30～20:00）

出港日 入港日

OWAインタープリター養成講座 シロアリ対策事業（～3/6）

高校図書館開放（17:30～20:00）

芝税務署による申告相談（母島）

商工会による確定申告相談会（父島 ～11）

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

三宅島支援バザー（母島）

入港日

くらしの総合相談、遺言相談（～13） 防災訓練

「老い支度」のための法律相談（父島） 芝税務署による申告相談（母島）

東京三弁護士会による法律相談（母島） 平成16年度固定資産税第4期納期限

高校図書館開放（14:00～16:30） 父島ノヤギ駆除

15

14

火

日付 曜日

1 火

2 水

日付 曜日 行　事　予　定行　事　予　定

10 木

9 水

6 日

7

19

20

11 金

8 火

16

28

3

4

5 土

月

12 土

18

月

金

土

日

水

23

21 月

22 火

日

26

月

土

木

13 日

木

金

27

17

水

24 木

25 金

建国記念の日


